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北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
り
る
マ
ナ
の

構
造松

指

裕
、

I 

我
園
の
マ
ナ
研
究
史
上、
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
の
業
蹟
を
紹
介
し
た
犬
塚
久
雄
氏
の
論
文
「
イ
ギ
リ
ス
荘
園
の
研
究
に
関
す
る
最
近
。
｝

傾

向」

ハ
昭
和
十
周
年〉

が＠
果
し
た
誠
に
吋
劃
期
的
な
」

仰い割
に
ク
い
て
は、

改
め
て
指
摘
す
る
迄
も
な
い
。

爾
後、

幾
多
の
研
究
が
、

殆
E
例

外
な
く
も
の
線
に
沿
っ
て
試
み
ら
れ
た
と
と
も
亦
周
知
の
事
柄
で
あ
る
。

そ
の
基
本
的
な
方
向
に
つ
い
て
は、

筆
者
も
国
よ
り
異
論
を

挟む
も

の
で
は
な
い
。

然
し
乍
ら
、
そ
の
前
に
我
々
が

従来
札
り
に
も
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
の
骨
一粉
砕
を
重
視
し
、
乙
の
面
を
裏
付
け
る
具
髄
的
な
諸
事
震

を
軽
闘
し
て
き
た
黙
は、
反
省
さ
れ
な
く
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

即
ち、

我
A
O
態
獲
に
は、
彼
の
理
論
そ
の
も
の
が
操
っ
て
立
つ
撃
読
史
的
前

1．
提
を
等
閑
闘
し
、
或
い
は
自
明
の
乙
主
と
し
て
看
過
し
来
っ
た
懐
ひ
が
な
か
っ
た
で
あ
る
う
か
o
い
う
迄
も
な
く
4

イ
ギ
リ
ス
庭
園
に
閲
す
る
彼

j

の
研
究
は、
凡
そ
二
つ
の
研
究
史
上
の
系
譜
を
も
っ
て
い
る
o

第
一
一は、
マ
ナ
の
構
遣
に
闘
蓮
し、

所
謂
「
古
典
的
妊
園
」
の
普
遍
的
存
在
を
主

註
l

d

張
ナ
る
古
典
的
理
論
に
謝
し
て
掛川
崎ぬ
臥
U
修
正
を
試
み
た
一
系
列
の
研
究
史
で
あ
り～

第
二
は、

所
謂
「
地
代
金
約
化」

ハ
g

SHEsz
g
），

。
研
究
史
広
一関
連
す
る
も
の
で
あ
ク
ね内
コ
ス
と
グ
ス
キ
ー
の
功
績
は、

こ
れ
ら
二
つ
の
研
究
史
上
の
成
果
を
綜
合
し
、

封
建
制
解
鰹
へ
の
動

：
J

的
な
展
望
の
中
化、
マ
ナ
構
造
を
類
型
的
に
把
握
し
た
黙
に
あ
る
o

従
っ
て
、
と
の
準
設
史
の
跡
を
充
分
検
討
し
謹
す
の
で
な
け
れ
ば、

我
々

が
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
の
総
よ
り
一
歩
も
前
進
す
る
と
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、

我
閣
の
マ
一寸
研
究
に
な
け
ミ

酎問
。。

る
理
論
的
偏
向
へ
の
批
判
と
し
て
、

ド
イ
ツ
の
古
典
的
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
V
ヤ
フ
ト
の
構
浩
に
闘
す
み
世
良
晃
志
郎
氏
の
問
題
提
起
と、

ィ
ギ
P
H

J’p

e
 

北
部
イ
シ
グ
ラ
シ
ド
に
お
け
る
マ
デ
白
構
造

八
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北
部
イ
シ
グ
ラシ
ド
に
お
け
る
マ
ナ
の
構
浩

も

F又

四

性
4

ス
十一
世
紀
の
マ
ナ
の
諸
類
型
を
賓
詮
的
に
解
明
し
た
田
中
E
義
氏・0
勢
作
と
が
最
近
相
次
い
で
護
表
さ
れ
た
こ
と
は、
週
論
へ
の
具
躍
的
な

裏付
け
と
ふ
う
基
礎
的
な
操
作
が
漸
く
そ
の
緒
に
つ
い
て
き
た
も
の
と
し
て
慶
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
うo
以
下
の
小
論
は、
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
？

理
論
の
根
擦
と
な
っ
た

ミ」
る
の、
マ
ナ
構
造
に
闘
す
る
諸
研
究
を
跡
づ
け、
北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
特
殊
な
マ
ナ／の
構
造
に
つ
い
て、
ω
マ

ナ
と
ず
ィ
ル
と
の
関
係、
＠
直
替
地、
の
観
貼
か
ら
整
理
し
よ
う
と
す
る
意
闘
を
も
つ
も
の
で
あ
る。

。

典
型
的
なマ
ナ
構
浩
を
地
域
的
に
修
正
し
よ
う
と
す
る
動
き
は、
司・
巧・
宮ω昨日ω
包門凶
の
古
井
的
著
作
ロ。
50
丘
週
間。。片
き仏
国0
3
E
唱

吋
可
8
間ω
gM可ω
吉
50
何
日
守
出町
民。
弓
。同
開口拘
釘口止
（
足
当〉
以
後、
ィ
シ
グ
ラ
ン
ド
東
部
・
北
部
地
方
に
闘
す
る
EO口。ぬ
gH｝げ問。

な
諸
研
究
を
通
じ
て
漸
く
顕
著
と
な
る。
そ
の
時
期
は
大
凡一
九
一
o
j
二
0
年
代
で
あ
り、
と
の
マ
ナ
研
究
史
上
誠
に
「
生
産
附
な」
時
代
・

が、
所
謂「
新
理
論」
建
設
期
へ
の
第一
歩
を
劃
す
る
も
の
で
あ
っ
た
諜
で
あ
る
が、
同
時
に
ま
た、
マ
ナ
殻
展
理
論
の
方
向
を
あ
る
程
度
混

沌た

ち
し
め
る
原
因
と
も
な
っ
た。
一
九
二
九
年
KF
50
江
g口
出町内。
止め
州民
間0
10
巧
誌
に
稜
表
さ
れ
た
Z・
zoHHω。
月
の
論
文
「
イ
ギ
F
ス
挺

園
の
諸
形
態」
が、
こ
れ
ら
マ
ナ
梼
浩
の
多
様
性
を一
定
の
規
準
に
ま
っ
て
整
理
し、
新
な
研
究
へ
の
方
向
を
輿
へ
よ
う
と
す
る
意
闘
を

t

も
う

て
い
た
こ
と
は
明
か
で
あ
るσ
一一
イ
ル
ス
ン
は、
y
l
ボ
l
ム
ハ
可・
ω
2VOHM
gv
流
に
典
型
的
マ
ナ
の
形
態
を
普
遍
化
ず
る
立
場
を
強
く
否
定

し、
地
方
的
慣
習
及
び
制
度
の
多
様
性
を
承
認
す
る
態
度
を
閤
明
し
た
後、
マ
ナ
の
類
型
を
決
定
す
べ
き
幾
つ
か
の
要
素
を
列
翠
し
て、
そ
れ

註
『

λ＼
の
内
匂
す
る
問
題
。
所
在
を
指
摘
す
る。
と
れ
ら
む、
マ
ナ
構
造
分
析
の
諮
問
角
と
も
呼
ぽ
る
べ
き
も
の
は、
二
三
の
黙
を
除
い
て
内
容

的
な
検
討
が
試
み
ら
れ
て
い
な
い
の
で川
車
な
る
問
題
提
起、
或
い
は
そ
の
時
代
の
研
筑
成
果
を一
膝
整
理
し
た
も
の
と
考
へ
る
の
が
安
営
で

あ
る。
ま
た、
一一
イ
ル
ス
ン
自
身
認
め
る
よ
う
に、
と
れ
ら
の
諾
閥
角
そ
の
も
の
も、
個
別
的
に
検
討
さ
れ
る
の
で
な
くF
相
互
の
連
闘
の
上

に
立
っ
て
綜
合
的
に
把
握
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
こ
と
は
い
う
迄
も
友
い。
そ
れ
に
－も
拘
ら
歩、
一
イ
ル
ス
ン
の
方
法
に
よ
っ
て、
我
々
は
マ
ナ

構
造
の
多
面
性
を
強
く
印
象
づ
げ
ら
れ
る。
蓋
し、
一
般
に
時間
々
の
角
度
か
ら
光
を
照
射
し、
構
法
上
の
陰
影
を
識
別
す
る
と
と
は、
極
め
て

効
果
的
な
方
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
る。



以
下、

方
法
的
に
は
殺
上
の
如
き
観
黙
か
ら
マ
ナ
の
構
迭
に
分
析
をゆ
加
へ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
ρ

勿
論、

前
述
し
た
よ
う
に、

∞
マ
ナ
と
ず

イ
ル
と
の
闘
係、r
ω
直
営
地、

ーと
い
う
鋭
角
か
ら
の
み
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か，
ら、
一

面
的
な
論
述
に
絡
始
し
た
と、
と
、

及
び
十
一
世
紹

J

後
半
よ
り
十
三
世
記
に
豆
急
マ
ナ
の
歴
史
的
殻
展
の
動
的
な
考
察
を
措
い
て
、

専
ら
園
式
的
・
静
態
的
把
握
に
止
っ
た
と
と
は、

充
介，
自
認
し

っ
‘品
、

強
め
大
方
の
御
諒
承
を
乞
う
次
第
で
が
る
o

’

A

一
証
1

開－
kr

問。ω
日目
ロ

ω目。可4
A円四回。
出口
出品
店内凶
同
色
町
民
HM
gs∞o
mω
mw
ω。ロ円no
F円
関口岡田
mwF
KMm
g円
E
P
出向ω件。
ミ・

宮
→ro
開。。．、
同・
同－w

同Cω
Y
H】同】・
凶4・ω・

A

、

／

2

開－
P

問。ω
B
EωW
MJ
mo門
誌の
g
ga
冨。
宮司
問。ロ
g
Z
50
寸
E
Eoo
EF
no
EC
号、
宮
、吋FO
問。。‘
戸
開・4
岩
34

HM古－
MhE4・

8

世
良
晃
忠
郎
「
古
典
的
グ
ル
シ
ト
へ
が
シ
ャ
フ
ト
の
構
造」
（「
法
皐」
一
四
巻
四
鏡、
一
丸
五
O
年
十
月）

，

4

田
中
E
義
「
第
十
一
世
組
イ
ギ
ηJ
ス
荘
園
の
諸
類
型」
（「
西
洋
丈
化
史
論
大
系」
巻
一
、
一
九
五
一
年
所
牧）

5
・
Z・
z
a
z。
P
関
口
mu
zF
冨ω
ロhv円四
丘
町
2
5ωプ山
口
叶叩HO
P
EO
ユ
SP
周回ω
吉
弘の
乱
開。
己o
dqd
H
S
F
H】HV・
1Sα
R

そ
れ
に九
主
れ
ほ
マ
ナ
の
類
型
主

決
定
す
る
諸
要
素
主
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
o

H

マ
ナ
又
U
村
落
が
存
在
す
る
地
域
ρ
自
然
的
修
件
（
例
へ
ば
牧
畜
村
落、

農
業、
森
林
村
落、

初
期
の
σ。円。口問『

な
ぎ
の
直
別o
そ
れ

ん＼
領
主
へ
の
貢
租
・
賦
課
の
内
容
が
異
る
J

MM

民
族
的
要
素
ハ
と
L
で
は
＆
ミ
に
ケ
シ
ト
地
方
の
特

殊
性
が
取
上
げ
ら
れ
る
。）
！
日

領
主
擢
の
性
格
ハ
教
曾
領
主、
世
俗
領
主
の
匡
別
が
農
民
支
臨
に
ぎ
の
主
う
な
影
響
を
興
へ
た
か
の
問
題。）

倒

マ
ヂ
組
織
と
村‘
落
乏
の
関
係
（
具
鶴
的
に
は
マ
ナ
左
グ
ィ
ル
左
の
一
致
の
問
題。v

国

マ
ナ
内
部
の
一枇
曾
階
層
の
問
題
20WO
B
2・
BOH
BO
HH
な

ぎ
の
特
殊
官
階
層
の
問
題。〉

同

土
地
保
有
の
車
位
ハF
Eow
g
E
S
S
E
－cロ
伊
m
gm聞
な
ぎ
の
問
題。v

伺

荒
蕪
地
主
牧
地
擢
o

w

賦

役
左
金
納
地
代。
同

直
替
地
〈
直
替
地
の
形
熊、

有
無
の
問
題
及
び
直
管
地
小
作，
D
問
題。）

附

司
法
組
織
ハ
マ
ナ
裁
判
所
に
お
け
るー
訴
訟
手
績

の
問
題。v

な
さ
で
あ
る
O

ノ

n 

マ
ナ
と
ヴ
ィ
ル
と
が
草
純
に

一致

し
な
い
と
い
う
こ
と
は、

今
蕊
に
改
め
て
詳
述
す
る
必
要
も
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

既
に
メ
イ
ト
ラ
ン
ド

一

司I

も
指
摘
せ
る
よ
う
応、
一

伺
の
マ
ナ
が
一
個
以
上
の
ず
ィ
ル
を
包
含
す
る
場
合
や、

逆
に
一

個
の
ず
ィ
ル
に
激
個
の
マ
ナ
が
含
ま
れ
る
場
合

が
、
南
部
に
な
い
で
き
へ
屡
と
認
め
ら
れ、
ま
た
ス
テ
シ
ト
ン
に
必
れ
ば、
北
部
Z。丹
江口
同四回
ω
B
岳山内。

に
な
い
て
は、

ド
ウ
ム
ズ
ヂ
イ
・
プ
ッ

北
部
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
マ
ナ
の
構
法

八
五



八
六

北
部
イ
ン
グ
ラ
wv
ド
に
お
げ
る
マ
ナ
の

構
建

往
2

ク
に
認
鼓
さ
れ
た
二
七
0
0
ず
ィ
ル
の
中、
マ
ナ
と
一
致
せ
る
例
は
僅一
か
二
O
に
過
ぎ
な
い
と
云
は
れ
る。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
十
三
世
結
末

広
沿
い
て
も
獲
る
も
の
で
は
な
か
っ
た。
出口口弘
宮内凶
問。】円ω
ハHM
3・
gv
を
検
討
し
たコ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
の
一
般
的
結
論
も、
ヴ
ィ
ル
と
ア

ナ
と
が
一
致
せ
る
例
は、
。
M品。
丘ω
E
E
で
漸
く
字
教
を
超
え、
出口口江口岡山。ロωr
fu
切
戸呂田円山口m
g
g
岳町内川、
巧
常
設の
Z
E
B一
で
約
字
数、

で
は
二
五
の
中
七、
のω
BV
江仏
鴨川ω
E
B
で
は
一一一一
中
。一
二、
そ
の
他
の
諸

州で
は
僅
少
現
は
れ
る
に
過
ぎ
な
い
と
さ

れ �
で ι

v、 0-

る畦亘4
03 fr 

'1 
(']) 

マ
ナ
と
ず
イ
ル
と
が一
致
し
な
い、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は、
こ
れ
以
上
の
演
を
避
け
た
い。
然
し
こ
こ
で
は、
別
の
観
鮪
か
ら
そ
の
問

題
を
考
代
て
み
る
こ
と
に
す
る。
そ
れ
は
マ
ナ
の
内
的
構
造
面
と
グ
ィ
ル
と
の
具
躍
的
な
関
連
を
追
及
す
る
こ
と
で
あ
る。
以
下
こ
の
黙
に
つ

恥移

住
生

い
て、
ド
ウ
ム
ズ
デ
イ
調
査
営
時
の
北
部
U
RH一o
E
宅
地
方
。
事
情
を
ス
テ
ン
ト
ン
の
分
析
に
よ
り
つ
L
若
干
考
へ
て
み
よ
う
？

十一
世
紐
イ
ン
グ
ラ
シ
ド
の
土
地
所
有
関
係
を
最
も
網
羅
的
に
示
す
史
料
と
し
て、
ロo
g
g品
名
問。。付
の
果
し
て
き
た
佼
割
は
極
め
て

大
き
い。
そ
の
専
門
的
な
研
究
も
多
敢
に
上
る
誇
で
あ
る
がョ
凡
そ一
九
一
0
年
代
を
劃
期
と
し
て
該
史
料
の
内
容
自
鰻
に
謝
す
る
評
債
が
鑓

p

っ
て
き
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
う。
例へ
ば、
ロ・
出・
に
用
い
ら
れ
る

信服ね隠臨
な
る
語
が、
法
律
上
の、
と
く
に
mo
E

詫
5

徴
牧
の
た
め
の
車
位
を
表
は
す
術

語で
あ
る
と
い
う
湾
へ
方
は、
強
く
否
定
さ
れ
て
・滑
り、

胎路四位伊
概
念
の
一
般
的
適
用
で
は
な
く、

駐
日

む
し
ろ
個
別
的
な
賓
態
研
究へ
の
方
向
が
目
さ
れ
て
い
る
主
い
は
れ
る。
従
ハJ
τ
か
tA

る
傾
向
は、
勢
い
マ
ナ
の
構
造
そ
の
も
の
に
劃
す
る
古

典
的
定
義
を
も
覆
さ
宇
に
は
な
か
な
い。
ス
テ
ン
ト
ン
の
表
現
を
借
り
る
な
ら
ば、
「
結
局
恐
ら
く、
歴
史
的
に
極
め
て
直
々
で
あ
り、
地
域

註
7

的
に
極
め
て
震
く
散
在
せ
る
諸
領
の
中
に、
凡
て
の
軍
要
な
諸
特
徴
に
な
い
て
資
質
的
な
劃一
位
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
自
憾
問
題」
と
な
っ

て
く
る
の
で
あ
る。

uhHSO
S
宅
地
方
に
関
す
る
ロ・
回・
の
記
椋
に
は、
土
地
保
有
の
形
態
と
し
て
ω

ヨω口。
♂

三
積
が
認
め
ら
れ
勾ω
し
か
し、
上
越
の
如
き
理
由
か
ら、
そ
れ
ら
の
具
躍
的
構
造
を
検
討
す
る
と
と
な
く
し
て
は、
い
づ
れ
も
簡
皐
に
定
義

さ
て、

ω
V
20
4qt
F
 
紛emorAW
ED仏
の
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ろ
げ
で
き
る
も
D
で
は
な
い。
と
く
に、
g
g
項目。w
及
び
8
5
E
E
は、
共
に
マ
ナ
に
紗
野
し
て
い
る
土
地
で
あ
る
か
ち、
そ
D
従
属
慨
ぜ

係
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
先
づ
考
慮
タ
挽
は
れ
る
の
は
嘗
然
で
あ
ろ
う。

そ
の
前
に、
σ
qo
dq向。w
及
び
gwmv
FDa
の
性
格
に
つ
い
て、
輪
郭
を
趨
ぺ
て
持
く。
ス
テ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば、
σ
20
宅
片付
と
は

SEロ仏

ハ
宮
包

戸b隠UW）
の
分
離
せ
る
部
分、
即
ち
地
理
的
に
は
主
マ
ナ
か
ら
分
離
し
て
い
る
が、
マ
ナ
領
主
に
よ
っ
て
直
接

所有
さ
れ
て
い

f3
 

る
保
有
地
で
あ
りぺ
gwoHPD仏
と
は、
そ
と
に
居
住
す
る
gW0
5
2H
の
所
有
に
属
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
が、
同
時
に
そ
れ
が
従
属
し
τ
い
る

酔門m

t

主
マ
ナ
に
給
付
さ
れ
る
べ
き
諸
賦
課
の
義
務
を
負
う
土
地
で
あ
る、
と
さ
れ
る。
と
れ
ら
の
黙
を、
先
づ
きwo
zp円四
と
マ
ナ
と
の
闘
係
に
夕

、
い
て
考
へ
て
みY
る
司な
ら
ば、
次
の
如
き＝一
つ
の
面
沢
認
め
ら
れ
る。

抗。
広
EP仏
と
マ
ナ
が一
つ
の
農
業
経
営
の
車、
位
を
成
す
場
合。
と
の
関
係
で
は、

gwoH
g品
の
規
模
が
大
き
く
且
つ
主
マ
ナ
よ
り

（一）
分
離
し
て
い
る
場
合
と、
マ
ナ
中
心
部
に
近
接
せ
る
場
合
に
よ
っ
て、
そ
れ

ん＼
毛
の
結
合
の
程
度
が
弱
く、
或
い
は
強
く
な
る
と
と
に
注
意

、
す
ぺ
き
で
あ
坪o
即
ち
前
者
は
宝
マ
ナ
へ
資
質
的
な
農
業
賦
役
を
給
付
せ
歩、
農
業
経
皆
上
の
主
麗
性
を
保
持
し
て
い
ぎ
が、
後
者
は
そ
の
逆

註
m
k

の
関
係
を一不
ず。
後
者
に
つ
い
て
は、一
例
へ
ば
盟
主げ
ず
イ
ル
ハ
Z。
誌
吉岡
E
S
島
町ov
が
好
例
で
あ
る。

ロ・
∞・
に
よ
れ
ば、
と
の
ず

ィ
ル
は
出。
含
gw
マ
ナ
に
隣
接
す
る
gwo
Eロ仏
で、
恥
乱回目。一山口ω
及
び
恥
σQ
Emw
g
が
居
住
し
て
い
だ
ハ
ロ・
回・
時。・凶∞。〉
が、
－
o

八
八
年
目
司
岳
ヴ
ィ
ル
の
領
主
〔
即
ち
出。
告。宵
マ
ナ
の
領
主〕
は、
そ
の
地
に
修
道
院
を
建
立
す
る
広
際
し、
そ
の
の
HM
m－

2
2
に、
該

グ
ィ
ル
の
人
々
が
彼
に
給
付
し、
ま
た
眠府
系
彼
の
後
縫
者
た
る
ぺ
き
借
侶
ピ
給
付
す
ペ
き
諸
賦
課
の
内
容
を
記
録
し
た。
そ
れ
に
よ
れ
ば、
t

住
民

日WH33置の
農
民
は
ノ
何

物中
耕、
口

運
搬、
臼

刈
入
れ、
乾
草
作
り、
同

g
q
各
止
の
給
付、
川陶

製
粉
所
用
ダ
ム
の
修
理、
な
ど
の

諸
負
擦
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
ポ
明
記
さ
れ、
農
業
賦
役
を
媒
介
と
す
る
該
ヴ
ィ
ル
主
マ
ナ
と
の
結
合
の
密
接
さ
を
示
し
て
い
る。
勿＼

論、
乙
の
賦
役
に
つ
い
て
は、
そ
の
童
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら、
今
直
ち
に
こ
の
関
係
が
不
営
に
強
調
さ
れ
て
は
な
ら
友
い
け
れ
E
も、

マ
ナ
と
gwo
EP仏
と
の
特
殊
な
関
係
を一万
す一
史
料
と
し
て
評
債
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う。
（
元
も
こ
の
場
合
に
つ
い
て
は、

8

ZE口弘

イ
シ
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
マ
ナ
の
構
浩
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北
部
イ
ン
グ
ラ
シ
ド
に
お
け
る
マ
ナの
構
謹

と
グ
ィ
ル
の
闘
係
を
論
歩
る
後
越
の
個
所
を
参
照〉。

同

g
g
E
D仏
の
占
有
者
が、
園
玉
か
ら
主
マ
ナ
に
要
求
さ
れ
る
軍
役
を
援
助
す
る
場
合。

酔間
以

ロ
回・
の
中
に
そ
の
よ
う
な
関
係
を
示
す
史
料
が
存
在
す
る
と
い
は
れ
る。

八

八

ス
テ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば、
少
数
で
は
あ
る
が

（三）

マ
ナ
と
g
FOHm伊
豆
と
の
財
政
的
関
係。
乙
の
闘
係
は、
領
主
に
よ
っ
て
所
属
の
g
w
広
告仏
に
居
住
す
る
人
々
か
ら
徴
牧
さ
れ
る
各

種
の
貨
幣
若
し
く
は
現
物
形
態
の
貢
租
の
中
に一
不
さ
れ
る
が河
口・
回・
に
沿
い
て
も、
少
数
の
例
外
を
除
き、
殆
E
凡
て
の
ケ
ー
ス
に
見
ら
れ

ヴ
ゲ

叫ツ
ユ

I

る
如
く、
ω。』内
広
告円四
の
債
値
が
そ
の
主
マ
ナ
の
債
値
と
合
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら、
そ
の
関
係
の
重
要
性
及
び
普
遍
性
が
詮
明
さ
れ
て
い

駐
日

る。
こ
れ
ら
の
諸
貢
租
は、
通
常

いお陪給料収制服仰い
と
い
う
名
稀
で
総
括
せ
し
め
ら
れ
て
な
り、
内
容
的
に
は
直
々
で
あ
る
が、
い
づ
れ
も

慣
習
的
に
賦
課
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
るo
と
れ
ら
の
中
で
最
も
重
要
な
地
位
を
占
め
る
の
は

習
室
で
あ
泊
。

以
上、
三
つ
の
黙
に
亘
っ
て、
マ
ナ
と
g
HS一日山口仏
と
の
闘
係
を
み
て
き
た
の
で
あ
る
が、
滋
で
更
に
一
般
的
に、
世
良
晃
芯
郎
氏
に
よ
っ

て
提
起
せ
ち
れ
た
所
謂
「
荘
園
の
三
重
構
治」
の
問
題
と
関
連
せ
し
め
つ
L
考
へ
て
み
た
い。
世
良
氏
に
よ
れ
ば、
我
閣
の
墜
界
に
於
て
問
題

と
さ
れ
て
い
る
荘
園
と
は、
狭
義
の
荘
園
圏
鵠
2
2
2m
20
の
丘
宅
q
g
z
。
門戸
司
g
D
HHo
pq
q
g
E）、
即
ち
領
主
直
替
地
と
由民
奴
保
有

地
の
み
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
闇
髄
で
あ
り、
遊
園
を
民
義
に
解
す
る
な
ら
ば、
営
然
そ
D
中
に
「
自
由
な
借
地」
〈
例
へ
ば

N
吉
丸山口
【伊

註口

、
、

甘

5
2
1
S
も
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
り、
と
の
黙
の
認
識
が
一
面
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
るc
こ
の
場
合、
妊
閤
圏
践
を
純
経
済
的
見
地
か
ら

観
る
か、
議
い
は
法
制
的
見
地
か
ら
観
る
か、
と
い
う
閥
角
の
相
異
に
よ
っ
て、
そ
の
定
義、
隣
諸
も
自
ら
具
っ
て
く
る
こ
と
は
い
う
迄
も
な

い。
三
重
構
造
或
い
は
三
重
構
浩
と
い
う
問
題
も、
観
角
を
鍵
へ
る
な
ら
ば
自
ら
解
決
さ
れ
る
と
と
で
あ
り、
一一言
葉
を
換
伐
る
な
ら
ば、
涯
園

と
は
こ
れ
ら
二
つ
の
面
を
同
時
に
乗
ね
て
い
る
と
い
う
て
よ
い
で
あ
ろ
う。
こ
の
こ
と
は、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
マ
ナ
に
つ
い
て
も
原
則
的
に
は

遇
用
さ
れ
る
と
と
で
あ
る。
然
し、
滋
で
は、
二
重
構
造
の
み
を
考
へ
る
立
場
に
も
「
自
由
な
借
地
」
存
在
の
意
義
を
無
闘
で
き
な
い
よ
う
な

事
例
を
若
干
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ。



ド
イ
ツ
D
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
Y
ヤ
フ
ト
の
構
造
ι

つ
い
て
は、
も
し
純
経
済
的
見
地
に
限
る
な
ら
ば、
所
謂
「
自
由
な
借
地」
は
領
主
経
済一
圏～

鰻
に
掛
い
わ
山い
と
い
う
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
か
の
如
く
で
あ
るo
そ
の
理
由
と
し
て、
と
れ
ら
自
由
な
借
地
は、
島
勝
hv
b
分
散
す
る
か、

或
い
は
領
主
の
農
業
経
済
以
外
の
目
的
。
た
め
に
貸
興
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら、
農
奴
保
有
地
と
質
的
に
異
り、
そ
の
経
済
的
機
能
を
具

に
す
る
と
考
へ
ら
れ
て
い
る。
従
っ
て、
自
由
な
借
地
の
農
畏
は
？
領
主
の
め
的
－P
土
地
所
有
樺
を
承
認
す
る
シ
ム
ボ
ル
と
し
て、
少
額
の
承

認
料
（
問。付。mHM
山
内
山C
BN
Zω〉
を
負
携
し
た
に
止
り、
た
と
い
賓
質
的
な
意
味
の
あ
る
賦
役
や
地
代
を
負
携
し
た
場
合
に
も、
そ
れ
は
土
地
貸

興
に
伴
う
純
経
済
的
な
反
付
給
付
の
意
味
bL
有
す
る
に
遁
ぎ
な
い。
要
之、
自
由
な
借
地
と
領
主
経
済
圏
躍
と
の
経
済
閥
係
は、

乃
至
「
副
次
的」
だ
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る。
こ
の
解
樺
は、
恐
ら
く
一
般
的
な
認
識
と
し
て
は
受
賞s
で
あ
ろ
うo

「
名
目
的
」

ド
イ
ツ
に
於
け
る
円以円
2
mEω
或
い
は
N
Sω
宮口弘
を
イ
ン
グ
ラ
シ
ド
の
gwo
Eロ品
に
そ
の
ま
L
等
置
す
る
こ
と
は
元
よ
り
不
可
能
で
あ

る。
の
み
な
ら
示、
マ
ナ
構
造
に
占
め
る
後
者
の
位
置
は、
前
二
者
に
な
げ
る
ほ
E
し
か
く
皐
純
に
は
断
定
で
き
ぬ
よ
う
で
あ
る。
前
述
。
如－

く
国
守
吾
、ず
イ
ル
の
gwo
E口弘
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
農
業
賦
伎
は、
と
れ
を
車
に
「
純
経
済
的
な
反
釘
給
付」
と
じ
て
考
へ
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
か。
少
く
と
も
そ
れ
は
「
慣
習
的
」
負
擦
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る。
で
は、
か
L
る
「
憤
脅」
が
何
故
後
生
す
る
の
で
あ
る

う
か。
我
々
は一
般
に
封
建
制
農
業
の
性
格
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て、
そ
の
低
度
。
生
産
力
主
補
強
す
る
と
こ
る
の
協
同
的
な
閥
係
を
想
起

す
べ
き
で
か
るo
具
館
的
に
は
聯
蓄

QHO
己

防Z

g
gv
右
手
段
と
す
る
開
放
耕
地

合
同出口
品目。－
S
の
共
同
耕
作
で
あ
り、
更
に
は
共
有
地

に
・砕
け
る
共
同
放
牧
の
慣
習
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
而
も
た
の
協
同
的
経
営
の
車
位
は、
村
落
共
同
龍、
即
ち
ザ
イ
ル
を
中
核
と

詰
問

す
る
地
域
圏
躍
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
るc
従
っ
て
g
Ru
E口弘
が
果
し
て
濁
立
の
農
業
単
位
と
な
り
うA

る
か
否
か、
或
い
は
狭
義

の
マ
ナ
（
領
主
経
済
圏
惜〉
が
そ
れ
の
み
で
一
個
の
完
全
な
経
済
鎧
で
あ
り
う
る
か
否
か、
ま
た
そ
の
中
に
自
由
左
要
素
を
も
っ
附
居間
物
を
も

経
済
的
に・
匂
撮
し
う
る
か
否
か、
と
い
う
こ
と
は、
マ
ナ
及
び
グ
イ
ル
と
の
立
地
的
関
係
に
よ
っ
て
自
ら
決
定
さ
れ
る
と
と
で
は
泣
い
で
あ
る

ω。70
rg門凶
と
マ
ナ
と
の
跡
跡
仏間
な
同町
わ
が
爾
者
の
経
済
関
係
を
決
定
す
る
主
考
へ

う
か。
ス
テ
ン
ト
ン
も
明
際
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に、

？
北
部
イ
シ
グ
ラ
シ
ド
に
お
仲り
る
マ
ナ
の
構
造
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北
部
イ
シ
グ
ヲン
ド
に
お
け
る
マ
ナ
の
構
造

時間
MM

る
こ
と
は
決
し
て
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い。

九

0 

こ
の
黙
に
就
い
て
ス
テ
ン
ト
ン
の
具
睦
的
な
説
明
を
み
よ
う。
ロhHDO
E
宅
地
方
に
沿
け
る
マ
ナ
構
法
の
一
般
的
特
色
は、
一
つ
の
事
心
的

マ
ナ
忙
数
個
の
分
散
保
有
地
ハω
S
2
20a
gDo
g
s
zv

註初

合
し
て
い
る
如
き
構
造
で
あ
るc
具
糧
的
に
例
示
す
れ
ば、
が
従
属
し、
而
も
個
F々O
分
散
保
有
地
が、
そ
れ・

←＼一
個
の、ヴ
ィ
ル
全
臆
を
匂

umwロOHm
宅
地
方
の
典
型
的
マ
ナ
と
稀
せ
ら
れ
る
の
g
民一円
ミ
〉官。出口

ロ。
巳口問件。口、
口山間『吋
及
び
問。
君、ω件。ロ
の
各
グ
ィ
ル
全
部
ハ
い
づ

の
所
有

ず
る
同凶
器
EP叩

〈
ロロ
g
Eωr
qo〉
は、
ω。
目見込山口弘
と
し
て

『ず

ナ

,,. 

れ
も
ロ
S

信g
Zω
の
耕
地
を
も
っ）、
UHHD
忌
MC
Fo
g
吉岡
E
S
の
二
つ
の
ヴ
ィ
ル
の
半
分、
国

55
8
君。ロ
グ
ィ
ル
の
三
分
の
二、
及

び
河川wz
gt
F
問。凶何回
色
ヨ
グ
イ
ル
の
大
部
分
を
匂
合
し、
更
にJ
V
20
dq古
宮
と
し
て
hD
きの片
グ
4
ル
ハ。
S
3
2
2ω）
を
合
む、
農
大

な
マ
ナ
で
あ

る
こ
の
よ
う
に、
分
散
保
有

望、

Z
IP－－
濁
立
の
ず
イ
ル
を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は、
少
く
と
も
農
業

雲
上
の

ωcwo
E出品
は
た
ど
皐
に
「
司
法
権
の
支
配
を
受
け
る」
所
領
主
し
て
の
性
格
を
強
く
打
出
し
て
く
る＠

し
か
し、
そ
れ
と
全
く
酎
械
的
な
性
格
を
も
のJ
gwo
UD品、
も
あ
る。
そ
れ
は
主
マ
ナ
O
領
域
内
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る。

主
鰹
性
配
推
定
す
る
こ
と
が
で
き、

例
へ
ば、

Z0
2
zm
g
gω
冨
窓
口0
5
2
円四

mq－
m広
三
畠
に
記
録
さ
れ
て
い
る
次
の
如
き
事
例
で
あ
る。フ
即
ち
「
出口目。。件。
に
於
て
は、
∞
君。ぬロ
〔
な
る

者〕
が
賦
課
せ
ら
る
べ
き
M
S
E
g
Zω
凶

σo
g
gω
の
土
地
を
有
し
て
沿
り、
同
庭
に
は
賦
課
せ
ら
る
べ
き
HU
げ04
主
2
0
土
地
を
も
っ

該
ヤ
ナ
の
き戸内O
FP山
が
め
るo」
〈同。・M∞
写〉
（
傍
鮪
筆
者
三
ま
た、
ロロ。。～
g
z
g
U0
5
2仏mw吋
の
少
数
の
例
で
は、
ヴ
ィ
ル
全
域
の
中

で、
マ
ナ
を
構
成
す
る
部
分
を
J白血。
E
E山。3
と
表
現
し
て
同
ヴ
ィ
ル
内
部
に
隣
接
す
る
8
日S
FD山
を
明
躍
に
直
別
し、
更
に
g片町
宮口弘
の

注m

占
有
せ
る
土
地
の
面
績
を
記
述
し
て、
8woHmw口弘
を
明
示
す
る
場
合
が
あ
る。
こ
の
績
の
記
述
は
ロロ
g
Eω
Z
B
及
び
ZO丹江口mFmw
Sω
ZH10

の
「
調
査」
に
限
ら
れ
て
い
る
が、
総
数
二
百
例
以
上
に
遣
す
る
こ
と
か
ら、
我
々
は
官
官ヤ
Bmw
g
zmv日
gw
巳
g仏
の
存
在
を
可
成
り
通
例

ス
テ
ン
ト
y
に
よ
れ
ば、
次
の
よ
う
な
抽
象

的
現
象
と
考
へ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
に
思

う？
か
h
る
g
宮u
E口弘
の
マ
ナ
に
劃
す
る
関
係
は、

的
な
表
現
で
結
論
さ
れ
て
い
る。
即
ち
「
マ
ナ
の
境
界
内
に
於
て
さ
へ
、
ω。
日8
50ロ
は
あ
る
意
味
で
は
ハマ
ナ
の〕
組
織
外
の
も
の
で
あ
る

イノル .�



C 

／ 、

司．‘ 込

f
t
h
 
・喝

fー
と
考
へ
ら
れ
℃
い
る。
即
ち
g
－8
5
8
0
保
有
地
は
彼
自
身
の
占
有
せ
る
土
地
で
あ
り、
領
主
の
利
用
に
は
従
属
し
て
い
る
が、
然
し
直
営－
v

匂

地
に
は
従
属
と
い
う
よ
り
む
し
る
協
同
島
関
係
に
あ
っ
た。
か
し
る
環
境
の
下
に
九掛
け
る
彼
等
の
地
位
は
明
か
に
不
安
あ
で
あ
る。
然
し
：
：
・

そ
の
土
地
の
中
に
我
々
が
りmwHHO
E
当
諸
州
の
マ
ナ
の

中K
圏
ひ
込
ま
れ
て
い
る
古
い
昨ooFQ］仏
の
主
な
源
を
認
め
る
の
は
充
分

4

理
由
の
あ

ゃz
ma

る
こ
と
で
あ
る
」
J

（
傍
賠
筆
者）
と。
し
か
し、
「
協
同
的」
或
い
は
「
不
安
定」
と
い
う
表
現
の
背
後
に、
前
記
回目何時伊

考
慮
に
入
れ
つ
L、
マ
ナ
領
域
内
の
gw
色
川活仏
に
・な
け
る
農
業
経
営
上
の
主
鰹
性
を
幾

少か
割
引
し
て
考
へ
る
と
と
が
許
さ
れ
・な
い
で
あ
右

う
か。
少
く
と
も・、
領
主

係演
と
の
密
接
な
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
は
不
営
で
は
な
い
で
あ
る
う。
そ
の
理
由
は、
震
に
封
建
制
農
業
の
特
質

が
地
域
的
圏
贈
の
協
同
に
ぶ
ず
る
と
い
う
こ
と、
換一日一口
オ
れ
ばー、
ヴ
イ
ル
乙
そ
農
業
経
皆
の
皐
位
で
あ
り、
マ
ナ
は
そ
れ
に
反
し
て
著
し
く
め、

術
的
な一
面
を
も
っ
秩
序
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
と
思
は
れ
る。

ヴ
ィ
ル
の
例
を

さ
τ、
り
きめ
宮
司
ロOHHHmwω白
州当
の
記
録
k
gwo－ω口弘
と
謝
比
せ
ら
れ
て
い
る
σ
qO
41の付
に
つ
い
て
も
一
雷同
し
て
告
か
ね
ば
な
ら
お。

マ
ナ
と
F
q
2
1の貯
と
を
結
ぶ
紐
帯
は、
ewo
Eロハ凶
と
の
そ
れ
が
aω7一

fp
a
s－－－
的
で
あ
る
の
に
封
し
交
官。
育問。
S
ミ
J
的
で
あ
る
と
い

ゐ主
長

は
れ
る叫
即
ち
そ
れ
は
領
主
直
替
地
が
地
理
的
に
分
離
し
て
存
在
す
る
型
で
あ
る。
然
し、
何百円。
者向。討
の
構
造
も
P

そ
れ
が一
つ
の
ヴ
イ
ル
金

鰻
を
包
含
し
て
い
る
か
否
か
に
よ
っ
て一

る
で
あ
ろ
う
と
み
は
前
述
g
wo
E口弘
の
問
題
か
ら
推
し
て
営
然
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ。
例
へ

t

ば

次
の
例
に
み
よ
う。
同M
gw
地
方
ハ
U
qU
3
z
g）
に
あ
る
園
玉
直
属
の
マ
ナ
群
は、
多
数
の
衛
星
的
σ
qo
項目。w
を
伴
っ
て
い
る
好
例
で

あ
る
山崎、
と
の
地
方
は
丘
陵一
と
谷
聞
が
蓮
り、
狭
障
な
盆
地
と
康
夫
な
閑
閑
地
が
績
い
て、
牧
畜
に
は
好
誼
で
あ
る
が
農
業
に
は
相
嬉
し
く
な

い
地
勢
を
も
っ。
一
O
六
六
年
営
時、
と
の
地
J
に
エ
ド
ワ
ー
ド
王
は
八
個
。
マ
ナ
を
所
有
し
て
い
た
が、
各
マ
ナ
に
は、
そ
れ
ぞ
れ一ニ
14
十

こ
の
σ
qo
耳目
長
群
が
附
随
し
て
い
た。
乙
の
マ
ナ
群
は
課
税
の
皐
位
と
し
て
衣
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る。

ハ門

u
q
z
uJ
宮
3
2
位。
EW
巧
可
E
4q
a
p
pω
5。
母DO
及
び

宮円
急nw
の
五
マ
ナ。
附
属
す
る
二
十
五
D
F0
34
点。付
と
併
せ
℃

耕
地
面
積
忠
S
2
3
円

g
に
遅
し、
八
十
九
人
の
志
摩山口ω
と
五
十
六
人
の
寸。
三
時ω
を
含
む。

下
に
お
け
る
マ

ナ
の

構
譜



写わず‘守岬官寸事手『T ＂＇内�；
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予苛i
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I 
（斗

北
部
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
マ

ナ
の

構
謹

国内WH向。一
者団
〉
各
国。円品”
及
び
出。

U
O一

の一ニ
マ
ナリ
二
十
七
の
V
20
耳目。吋
を
有
し
き
のお
さのω件。ω
の
耕
地
を
も
っ。
八
十一
人
ω

を
含
む白。

九

』込
町山口ω
と
十
三
人
の

と
の
総
数
五
十
二
に
及
ぶ
v
qo
乏のW
個
々
の
構
造
は 、
例
へ
ば
〉ω
氏。
丘
マ
ナ
に
附
属
す
る
そ
れ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に 、
通
常
の
ず
イ

ル
の
規
模
を
有
し
な
い
小
村
ハ
E
BHO
G
で
あ
っ
た 。
従
っ
て 、
こ
れ
ら
σ
20
当日の付

群
は 、
主
マ
ナ
を
中
心

Tと

す
る
一
一経
済
車
位
の
部
分

と
考
へ
る
の
が
最
も
普
通
で
あ
り 、

主
マ
ナ
の
経
済
活
動
に
補
助
的
な
役
割
を
果
す
存
在
で
あ
る
と
思
は

『
O
HA凶
凶
H・ω

を
構
成
す
る
農
場
ハ
沙門
5
2
8
3

れ
る。
乙
の
関
係
は、
そ
の
立
地
保
件、
例
へ
ば
可
耕
地
の
狭
少
と
い
う
事
情
か
ら
必
然
的
に
裂
生
し
た
も
の
と
考
へ
る
と
と
が
で
き
る
が 、

註
%

い
づ
れ
に
せ
よ
σ0
2
司
片付
が
完
全
な一
個
の
経
済
韓
正
し
て
存
立
で
き
泣
い
好
例
で
あ
る。

自

攻
に
設
の
事
例
に
つ
い
て
ι
現
今
の

間
三
宮口白

州
の
中
心
部
に 、
一
O
八
六
年
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
は

。mwrr
g
p

出mw
g
g
aoロ

及
びつ

註
幻

J

M仰向
島山口
問円。ロ
の一一一
マ
ナ
を
所
有
し
て
い
た
が 、
各
マ
ナ
に
附
属
す
る

何百円。
当
片付
は
そ
れ

ん＼s
非
常
に
大
き
く 、
中
で
も
。
hw

毘5
5
及
び

出向H
B
E
aoロ ，
マ
ナ
の
そ
れ
は 、
完
全
に
殻
展
せ
る
ず
イ
ル
を
成
し 、
そ
の
中
に
は
相
営
量
の
面
積
の

g
Z
］ω口弘
さ
へ
含
ん
で
い
色。
い
ま

名
目
上
園
王
の
直
山営
地
と
さ
れ
て
い
る
に
せ
よ 、
そ
の
構
造
は
自
ら
異
る
も
の
で
あ
り
？

詔
は
ど
不
在
領
主
を
載
く一

個
の
マ
ナ
の
如
き
機
能

を
有
し
た
と
考
へ
て
差
支
へ
な
い
で
あ
ろ
う
G

以
上
我
々
の
考
察
せ
る
諸
マ
ナ
は 、
い
づ
れ
も
ω。｝円。一円
hw口弘
或
い
は

の
如
き
従
属
部
分
を
伴
う
大
所
領
で
あ
り 、
ヴ
ィ
ル
と

の
闘
係
も 、

専
ら
そ
れ
ら
従
属
地
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
き
た。
最
後
に 、
そ
れ
と
は
逆
に
一
個
の
ヴ
ィ
ル
の
中
に
数
個
の
マ
ナ
が
併
存
す
る

『の
M1
0
4J1山の｝内

事
例
を
若
干
観
察
し
て
み
よ
う。

阿久山口。。－Dω町山円。
の

晶＋L4

eu

問。。－
V
M1

ヴ
ィ

ル
に
は
次
表
。
如’
き
六
仰
の
マ
ナ
と
一
個
の
き付。－ω口弘
が
存
在
し
た叫
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。］同

ミー

の
民
Bo
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hF
go
g
BO
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釦
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日wmw
g
zp
身

（
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け
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ぐ
O
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日
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H
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H
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担回

ω
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5
z
gω
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寸
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。WO
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i:i,:i 

。3
f『P
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i 串， .... 

と
れ
ら
の
マ
ナ
は 、
例
へ
ば

回
え
の
マ
ナ
は
J円。
再
大
司
教
に 、
盟問
時
の
マ
ナ
は
回
hqo
員

．司
口
宮山
口
ω

M
M
 

I:,:) 晦ht,.!) 
ト4
0 直』

回
。同
島
21ω

� 。ー

)., 

』4
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の
司
較
に 、
と
い
う
具
合
に
所
有
権
が

別
個
に
麗
し 、
個
々
の
マ
ナ
が
濁
立
し
て
い
る
こ
と
は

注意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

而
も
か
L

る
事
情
は
阜
に
一
O
八
六
年
の
み
で
な
ぐ 、

史

料
的
に
約
半
世
紀
の
後
に
も
確
認
さ
れ
る
と
い
は
れ
る 。
然
し
乍
ち 、
領
主
擢
は
分
割
せ
ち
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
歩 、
各
マ
ナ
の
農
民
が
協
同

し
て
農
業
を
営
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は 、
各
マ
ナ
に
居
住
す
る
農
民
数（
十
人
以
下
六
例） 、

或
い
は
聯
畜
の
数
ハ一
以
下一一一
例）

か
ら
推

し
て
明
瞭
に
窺
は
れ
る
こ
と
で
あ
る 。
こ
れ
ま
た 、
農
業
経
替
の
単
位

TC

し
て
の
ず
ィ

ル
を
想
起
せ
し
め
る
有
力
な
一
史
料
た
る
こ
と
を
否
定

で
き
な
い
で
あ
る
う。

一
証
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以
前
の
慣
習
の
存
績
じ
た
も
り
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
るO
（
ω
gロ
S
F
5
5・民
一宮】・
M
？

δ
か
L
る
サ
ク
ソ
シ
時
代
の
一位
曾
闘
係
の
蓮
績
性
－Z
強

く
主
張
す
る
立
場
以
彼
の
行
論
左
越
じ
て
随
所
に
窺
は
れ
る
。

例
へ
ば ．
mc
B
RσM『
4

ロ
g吋
の
B
E
E
S－－：・・
2・
8
5
ω
42
S
F
F
Z
g
z
i－－－
r‘
34h
司口
弘
宵
P
F
Z
g
F
i－－
白。・
8
3
8ro
E
S
に

よ
る
軍
投
ο
義
務
は
十
一
世
相
（
又
は
そ
れ
以
前〉
に
は
恐
ら
く
語
常
で
あ
づ
た
乏
い
は
れ
る
。

（
ω
z
zo
p
g
包－w
u
p
いお2
8）

ω
宮山口件。ロ
w

町内】四月凶2
HY
ω
ゲ

g
g
S
F
F
E－－
HV・
g－
g
g
r
m

はF
Lι
は、
コ
ン
ク
エ

ス
ト

以
前、
園
玉
η
直
借
地
跡
Mm
h
居
住
す
る
保
有
者
か
ら
徴
牧
せ
ら
れ
た
＆
ζ
ろ
O

慣
習
的
な
現
物
地
代
（
左
｛
に
同
g
P
2
5〉
で
あ
づ
た
が、
ロ・
回
＼
調
査
以
後
の
時
代
に
は 、
貨
幣
形
態
の
貢
租
に
韓
化、
し
て
い
る
場
合
も
あ
る。

世
良
晃
志
郎、
前
掲
論
文、
一
三一一
l

四
頁。

村
落
共
同
盟
に
工
る
共
同
鱈
替
に
づ
い
て
は
司・
ω00σ。何回
gu
開口阿国ω
F
J注目ω向。
。。
B
Bロ
巴
qa
。ω
Bσ円山内凶mme
同匂凶
♂
の－
m・
0
同若山口国
同dHMO

O
HXwロ’片山0
5ω・
0Mn向。
EM
H
＠ω∞
な
さ
を
参
照。
ま
た 、
小
松
芳
喬
「
封
建
英
園
の
崩
壊
温
程」
ハ
弘
文
堂、
昭
和
十
九
年
Y
第
二
論
文
参
照。

分
散
保
有
（
印
可。ロ．σo
a
R｝
に
闘
す
る
濁
自
白
見
解
は、
主
〈
に
0・
ぐ・
回
巴。
喝
の
諸
著
作
に
見
ら
れ
る
O白

例
へ
ば
ペ
ロ
ウ
「
濁
謹
中
世
農
業
史」

〈
堀
米
庸一一一
語 、
創一
元
位 、
昭
和
千
九
年）o

a

．

均
ω
gロ
S
F
日

E
a－－
v
g－
一P
ABU
ま
た、
そ
と
で
は
のMW
Bσ円山
内回m
g
E
B
の
分
散
マ
ナ
乏
の
異
同
が一訳
さ
れ
て
い
るo

幻

ω
CMHHAUOロ‘
問げ向島－w
p
恥ω・

幻

ω
－uoロ件。ロ
w

凹
刊誌仏・・
匂℃－
hm
mw
E
JN・

F

m

ω件。ロ件。
HH・
四月》山己－w
H》・
品。・

川崎

ω
gμ件。HMW
B日仏4
U・
s・

畠？

幼

ω件。ロ
S
F
日
za－－
v

s・
。‘
4uh・

加

と
の
他 、
完
全
な
グ
ィ

ル
乞
成
さ
な
い
to
B
呈
与
の
例
を
印
同信
号
ミロ
（
宮
田
自
己）
マ
ナ
に
も
見
出
し
て
い
る
o

該
マ
ナ
の
σO
B
豆のW

平
方
哩
の
地
域
に
分
散
せ
る
Ea
g
及
び
。
誕
M吉岡ω
を
な
すo
a
E
R
S－
目
立
門戸・

3・
∞M1
3

印
宮山口件。ロ・
ロUMas
HVHV‘
4014a

ω
z
z。
F
E
E－－
p
oo‘
の
表
に
主
る
。

14 16 15 18 17 19 

ほ
フ�

ー

28 27 

北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
マ
ナ
の
構
造

九
五



北
部
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
マ

ナ
の

構
謹

九
六

ω
o

hgH
NH口弘

及
び
ぴσ
宮
司
片付
の
形
態
・

組
織
に

前
節
で
は 、
ヴ
ィ
ル
と
の
闘
運
の
面
に
沿
い
て
マ
ナ
の
梼
造 、
と
く
に
そ
の
附
層
部
分

つ ＼
い
て
考
察
を
加
へ
て
み
た。
こ
の
雨
者
は 、
構
造
的
に
み
て
一
一臆
マ
ナ
の
外
部
に
あ
る
と

考
へ
る
こ
と
が
で
き ‘
そ
れ

AV
あ
る
績
の
一位
曾

的
・

経
済
的
紐
帯
に
基
い
て
中
心
部
の
マ
ナ
に
従
属
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
G

乙
の
意
味
に
な
い
で
前
節
は 、
問
調
「
民
義
の
庭
園
園
鶴」
の
構

法
分
析
で
あ
っ
た
誇
で
あ
る
が 、
我
々
は
こ
L

で
節
を
改
め
て
「
狭
義
の
荘
園
圏
艦」
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
痛

感
す
る。

狭
義
の
庭
園
圏
閥 、
と
L

で
い
う
巌
密
注
意
味
に
な
け
る
マ
ナ
の
構
造
は、
土
地
所
有
の
形
態
上 、
領
主
直
営
地
と
農
奴
保
有
地
と
に
封
味

的
な
分
化
を
示
す
の
を一
般
的
特
色
と
す
る 。
し
か
し
領
主
直
替
地
に
せ
よ、
或
い
は
農
民
保
有
地
に
せ
よ 、
兵
躍
的
な
構
造
を
仔
細
忙
臨
検

， ノ4

． ． 

す
る
な
ら
ば 、
そ
こ
に
多
く
の
形
態
上
若
し
く
は
構
造
よ
の
異
同
が
存
す
る
で
あ
る
う
こ
と
は
も
は
や
指
遇
す
る
迄
も
な
い
こ
と
か
E
思
う 、

幸

註
ー

い 、

d－R

E
思
g

の
一
地
方
の 、
直
営
地
な
き
所
領、
忙
闘
す
る
吋・
kp・
冨・
回目ω
EU
の
研
究
と 、

Z0
2
E
日
目当日山
地
方
の
特
殊
な
一位
曾
構

註
2

浩
を
分
析
し
た
一『・
問。
kt
－

F
E
段。
の
研
究
に
接
す
る
を
え
た
θ
で 、
主
と
し
て
一同
論
文
に
依
存
し
つ
L 、
直
替
地
構
造
上
の
諸
問
題
を 、
本

論
。
テ
1

マ
に
関
連
さ
せ
ク
L

検
討
す
る
次
第
で
あ
る 。

ー ヴ ー ー～一一一一一ー

先
づ 、
直
替
地
D
定
義
に
闘
す
る
問
題
に
つ
い
て
み
て
訟
く
必
要
が
あ
る 。
何
と
な
れ
ば 、
各
績
史
料
に
み
え
る
「
直
替
地」
♀
gHH
AUω
HH
O
）

を
表
現
す
る
術
語
が 、
内
容
的
に
可
成
り

混
乱
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る。
最
も
普
通
に
は 、
直
替
地
な
る
言
葉
は 、

い協同位眠時おい
ハ向。
吉山
S

EC
B〉
と
い
う

術
語
に
よ
っ
て一
亦
さ
れ
る
が 、
既
忙
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ー
ド
フ
は 、

do
日
吉刊の
g
ぇ ．

な
る
言
葉
が 、
民
狭一一
義
の
意
味
を
も
ハJ

と
と
を
指
摘
し
て
い
る
Q

J

即
ち 、
狭
義
の
直
畿
地
と
は 、
領
主
に
よ
っ
て
〈
或
い
は
領
主
の
利
用
の
た
め
に〉
直
接
占
有
さ
れ 、
旦
ワ
耕
作
さ

詫
3

れ
る
土
地
で
あ
り 、

民
義
の
直
管
地
と
は 、
彼
に
隷
属
す
る
農
放
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
土
地
を
も
含
め
た
も
の
で
あ
る 、
と 。

ま
た 、

川知市同協い
な
る
術
語
も 、
元
来
領
主
に
属
す
る
凡
て
の
土
地
を
意
味
し
た
が 、
後
に
は
農
民
の
た
め
虻
譲
渡
せ
ら
れ
た
相
営
霊
の

註
4

土
地
を
含
む
直
叫営
地
を
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る 。
前
節
に
取
上
げ
た
σo
店
主
兵
も 、

形
式
上
は
「
地
理
的
に
分
離
せ
る」
直
営
地
と



規
定
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も、

構
造
上
よ
り
み
れ
ば、

そ
の
中
に
は
相
官
量
の
農
奴
保
有
地、
主
含
ん
で
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

そ
れ
は、

が
か
階
レ
わ
い
る
以
上、

耕
作
に
必
要
な
附労
働
力
は
必
然
的
に
そ
の
土
地
に
居
住
す
る
農
奴
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
示、

事
責
ま
た

V
OH10
者
片
付

前
越
の
如
き
V
20
さ・
片
付
の
規
模
（
グ
ィ
ル
又
は
小
村
に
匹
敵
す
る）

か
ら
考
へ
て
自
明
の
こ
と
で
あ
ろ
う。

然
し
乍
ら、

我
々
が
通
常
そ
の一
言
葉
に
よ
っ
て
想
定
す
る
直
替
地
と
は
、
前
者、
即
ち
領
主
の
直
接
占
有
す
る
土
地
で
あ
る
こ
ーと
は
勿
論
で
あ

る
ov
少
く
と
も
巌
密
な
意
味
に
・な
げ
る
直
営
地
と
は
、

農
奴
保
有
地
と
明
均
に
匡
別
せ
ら
れ
る
領
主
の

日5
50

E
円

B
で
あ
る
と
考
へ
る
の
が

安
営
で
あ
る
う。

国
3
20
ロ

D
記
述
に
従
へ
ば、

直
替
地
と
は
、

領
主
自
身、

及
び
彼
の
家
計
に
必
要
な
舛
僕
達
の
た
め
に
利
用
せ
ら
れ
る

註
5

土
地
で
b
り
3・
図。
ω
E
Fω
ロ
仏ωz
と
呼
は
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た。

即
ち
専
ら
自
家
泊
費
の
た
め
の
土
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

従
っ
て
、
マ
ナ
の
経
済
が
穀
物
市
場
へ
の
介
入
を
意
闘
す
る
こ
と
の
曙な
か
っ
た
時
代
に
あ
う
で
は
、

直
替
地
は
さ
ほ
ど
農
大
な
面
積
を
必
要
と

位。

し
な
か
っ
た
如
く
で
あ
る
。

と
は
い
へ
、
マ
ナ
の
直
営
地
は
村
落
の
他
の
家
計
よ
り
5
大
き
く、

且
つ
権
威
あ
る
家
計
の
経
済
的
地
盤
と
し
て
’

箆
7

理
解
さ
る
べ
き
で
あ
り、

相
鈎
的
に
は
優
れ
て
大
き
な

E
E
Z
m
で
あ
ク
た
と
と
は
銘
記
さ
れ
て
よ
い
。

然
し
乍
ら、

農
業
経
営
の
場
と
し
て

の
直
営
地
は
、

そ
の
組
織
の
上
か
ち
も、

努
働
力
。
上
か
ち
も、

村
落
共
同
鎧
と
し
て
の
ず
ィ
ル
と
密
接
な
闘
係
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
へ

る
と
き、

直
営
地
の
大
き
さ
が
ず
イ
ル
の
領
域
内
で
或
程
度
の
均
衡
を
示
し
て
い
た
こ
と
も
亦
併
せ
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

蓋
し
、

直
営
地
の
経
皆
の
た
め
に
無
償
の
努
働
力
を
給
付
し
た
農
奴
は
、

E
に
そ
の
労
働
力
再
生
産
の
た
め
の
現
質
的
地
盤
と
し
て
、
ミ
ユ
マ
ム
な
保

有
地
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
一

般
に
ハ
グ
ィ
ル
の
可
耕
地
の
〕
全
面
積
の
三
分
の
一
乃
至
二
分
の
一

を
占
め
る
と
い
は
れ
る
直
瞥
地
面
積

H
坦
Q
U

の
平
均
値
跡、
か
ah

る
事
情
の
中
に
そ
の
根
擦
の
一
端
を
も
っ
と
考
へ
ら
れ
る
。

縫
っ
て
ま
た、
大
所
領
に
通
例
の
分
散
所
有
ハ
見
2
5
8
宵
む

の
現
象
も
）
皐
に
荘
園
成
立
の
時
間
的
な
遅
恋、

或
い
は
村
落
の
成
立
が
マ
ナ
制
度
に
先
進
す
る
と
い
う
と
と
か
ら
の
み
説
明
さ
れ
る
べ
き
で

な
く、

併
せ
て
直
皆
地
の
規
模
が
絶
封
量
に
沿
い
て
｝
・定
の
規
制
を
受
け
て
い
る
と
い
う
事
情
か
ら
も
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

い
づ
れ
に
せ
よ、

直
替
地
の
経
済
活
動
が、

そ
の
M労
働
力
供
給
源
と
し
て
の
ず
ィ
ル
と
密
接
な
闘
係
に
置
か
れ
ず
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に

北
部
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
マ

ナ
の

構
造

九
七
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、

北
部
イ
シ
グ
ラ
ン

刊？に
お
け
る
マ
ナ
の
構
鐙

つ
い
て
は、
こ
れ
以
上
賛
言
を
要
し
な
い
と
思
う。
こ
の
関
係
を
最
も
具
臆
的
に一万
す
も
の
は 、

忌
や
か

張感
と
し
て
直
営
地
が
グ
イ
ル
の
開

陸
自

放
耕
地
に
散
在
す
る
地
保
ハω丹
江口）
の
集
合
物
と

し
て
現
は
れ
τ
い
る
事
貫一
で
あ
る。
従
っ
て
直
営
地
の
耕
作
は 、
必
然
的
に 、
隣
接
・

混
濁

し
て
い

る－農
民
地
の
そ
れ
と
同
時
に
行
は
れ
る
の
で
あ
っ
て 、
単一
に
行
は
れ
る
も
の
で
は
な
い。

註
ぬ

い
まι
直
営
地
の
構
造
を
Hhw
M一件。ロ
ハ
Z。
窓口
尚一月5
5
岳山円。）
に
つ
い
て
具
購
的
に
見
ょ
う
o

該
？
ナ
の
領
主
直
替
地
は 、
付
領
主
館
附
揺閣

の
宅
地
ハ
gHV山
SH
5
2
2
認。〉 、
同
土
地 、
白
そ
の
他、
の
三
つ
の
部
分
よ
り

構
成
さ
げ
て
い
る
が 、
先
づ
い門
に
つ
い
て
み
れ
ば 、
一
二
五一

一

一
二
八
七
年
に
は
穀
倉 、
牛
合 、
厩
合 、
そ
の
他
の
建
物 、
及
び
牧
草
並
に
果
樹

年
に
は
牧
草
の
と
れ
る
庭
園
地
ハ
8c
R
hwp
仏

間ω
E
S） 、

の
と
れ
る
ニ
つ
の
園
地、
な
ど
が
記
録
に
見
え
て
い
る。
何
に
つ
い
て
み
れ
ば 、
耕
地
面

積は
一
二
五
二
年
に凶
g
hw
q
g－
一
二
八
七
年
に
は

営。
ω
q
g
二
三
四一
年
に
は制。。
州悼の
お
久
三
園
制
度
も
明
記） 、
と
記
さ
れ 、
志 一
た
分
散
せ
る
直
部品
地
ハω
S
拝。円
包
含
5
2ロo
zp
号）
の

．
存
在
を
示
す
直
接
史
料
も
あ
る
が 、
領
主
直
営
地
は
明
か
に
持
品
朴
掛
か
恥
心
恥
あ
レ、
冬
穀
地 、
春
穀
地、
及
び
休
関
地
に
三
分
せ

』み
れ 、

一
三
八
八
年 、
及
び
千
四
三
三
年

休
閑
地
で
は
共
同
秒、
牧
が
行
は
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。
〈
な
ほ
直
皆
地
の
面
積
と
し
て 、
一
二
八
一
年 、

。
記
録
に
は ‘
そ
れ

111
四 、
一二 、
汲
び
四

2
5
5
の
萱
が
示
さ
れ
て
い
る）。

直
替
地
の
草
地 合一
g
gao
当日
8
5
と
し
て
一
二
五
二

年
に
は
g
mw
q
g
の
共
同
草
地
と
二
つ
の
闇
ひ
込
ま
れ
た
草
地
が
あ
り ‘
そ
の
他
牧
地 、
森
林
地
に
つ
い
て
も 、
大
き
さ
は
明
記
さ
れ
て
い
な

い
が 、
存
在
は
確
認
さ
れ
る
G

臼
に
ハJ
い
て
み
れ
ば 、
F内H
M内件。ロ
較
舎
の
借
館
ハ釦
門守。
ぎω0
5 、
風
車
場
ハ
玄口弘

台
皆〉 、
漁
池 、
及
び
鳩
合
が

そ
の
主
な
建
物
で
あ
っ
た
G

「
分
散
せ
る
直
替
地」
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は 、
如
何
に
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か。
ヴ

イ

ニ
イ
ル
ス
シ
も
開
放
耕
地
と
分
離
せ
る
直
営
地
の
存
在
が 、
多
く
の
史
料
に
指
摘
さ
れ
る
と
迷
ぺ
て
い
る
が 、
そ
の
内
容

は
説
明
さ
れ
て
い
な
味。

5
5
マ
ナ
の
例
も
同
様
で
あ
い事
従
っ
て
そ
の
構
造
な
り
目
的
な
り
に
つ
い
て

断定
す
る
と

之
は
許
さ
れ

ど

け
れ
ど
も 、
敢
へ
て
大

謄，な
推
定
を
行 ．へ
ば 、
そ
の
土
地
は
通
常
の
経
皆
方
法
に
よ
ら
な
い 、
あ
る
特
殊
な
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
も
の

所
で 、
Hh

m関門。ロ
マ
ナ
の
直
替
地
に 、

ノ
グ
ラ
ー
ド
フ
も 、



で
あ
っ
て
、

少
く
と
も
穀
物
生
産
の
観
鮪
よ
り
す
れ
ば、
マ
ナ
経
管
に
占
め
る
比
重
が
比
較
的
小
で
あ
る
と
考
へ
て
は
不
営
で
あ
る
ラ
か
。
乙

の
賭
こ
れ
以
上
の
推
慨
は
避
け
る
と
と
に
し
て
、
こ
L
で
は
i

領
主
直
営
地
の
形
態
と
し
て
は、

開
放
耕
地
に
混
在
し
な
い
も
の
も
あ
の
う
＼

る
、
と
い
う
黙
を
単
に
指
摘
す
る
に
止
め
よ
う
G

さ
て、

直
営
地
の
形
態
に
関
連
し
て
一
一一一目
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は、

直
借
地
の
存
在
沢一
認
め
ら
れ
な
い
ず
イ
ル
に
つ
い
て
で
あ
る
。
と

「
マ
ナ
直
瞥
地
叉
は
そ

の
賭
は、

グ
ィー
ノ
グ
ラ
l
ド
フ
や
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
古
典
的
著
作
に
も
明
確
に
指
摘
さ
れ
た
と’
乙
ろ
で
あ
る
。
即
ち、

れ
に
従
属
す
る
土
地
を
も
た
ね
村
落
は、

自
由
民
の
保
有
権
の
確
立
せ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
あ
る
地
方、

即
ち
領
主
樺
力
が
経
済
的
と
い
う
よ

谷
口

、

／
ー
り
む
し
ろ
政
治
的
で
あ
る
地
方
に
の
み
例
外
的
に
見
出
さ
れ
る
L
と
G

し
か
し、
か
h
る
特
殊
注
村
落
に
つ
い
て
は、
吋
2
E
E
B
の
Z。
耳
目

争
←白

2
2

虫
色ロ
ぬ

地
対
に
関
す
る
ピ
Y
ヨ
ツ
プ
の
精
密
な
研
究

報川習
が
我
々
の
注
目
に
償
す
る
o
乙
の
場
合
ビ
シ
ョ
ッ
プ
の
い
う
直
替
地
と
は、

領
主

の
た
め
に
直
接
利
用
さ
れ
る
土
地
で
あ
る
が、

就
中
そ
れ
引
所
奥
の
マ
ナ
の
中
で
最
大
の
面
積
を
も
っ

HM
OH
門出
口
同

で
あ
る
と
と
が
直
皆
地
の

メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
じ
て
重
要
観
さ
れ
て
い
る
G

こ
の
黙
は
彼
の
史
料
操
作
を
知
る
た
め
に
重
要、
で
あ
る
。
主
い
う
の
は、

伎
は
該
地
方
の
史
料

bu
検
詮
す
る
に
営
っ
て
、

例
へ
ば
Z
円d
EF
CO
当時。
ロ

村
の
領
主
〉ahw
g

な
る
者
忙
法
律
上
直
営
地
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
ふ

g
g件。ω

フ

リ
ー
テ

ナ
ン

ト

の
土
地
は
、
∞
g
E
g
gω
の
線
耕
地
面
積
を
も
っ
該
村
落
の
中
に
短
位
す
る
幾
人
か
の
自
由
保
有
人
の
FO
E
S
肉
と
比
べ
て、

大
き
く
な
い
が

・
か
b
れ
わ
岳
骨
ゆ
か
凶v
b
h
、
と
断
定
し、
こ
の
方
法
を
該
地
方
の
史
料
全
般
に
通
用
実
る
か
ら
で
あ
る
o
ま
た、

直
替
地
が
最
大
の

宮
丘町
長

で
あ
る
と
い
う
前
提
は、

各
種
の
税
負
擦
に
な
い
て
も、

そ
れ
が
土
地
保
有
量
を
規
準
と
す
る
限
り、

営
然
最
大
の
給
付
を
な
す
べ
き
で
あ
る．

と
い
う
形
で
趨
用
さ
れ
る
が、
と
の
方
法
は
該
地
方
に
r

闘
す
る

ペ
R
E
E
B
Fo
u－
∞ロ
σ
忠
弘
可

C
g
C

の
調
査
一記
録
を
検
討
す
る
に
際
し

駐
日

て
、

綿
密
な
賓
詮
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
右
。
い
ま、

そ
の
結
論
の
み
を
表
示
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

、

北部
イ
シ
グ
ラ
シ
ド
に
お
け
る一
マ
テ
の
構
措

九
九

,, 
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/ 

と
の
結
論
が、
僅
か
に
ヨ
l
ク
シ
ヤ
1
0
一
地
方
に
限
定
さ
れ
る
か、
或
い
は
更
に
イ
ン
グ
ヴ
ン
ド
北
部一
般
に
安
営
す
る
か、
と
い
う
問

題
は、

次
に
営
然
考
へ
ら
れ
る
べ
き
と
と
で
あ
ろ
う。

遺
憾
な
が
ら、

そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
の
詳
細
な
報
告
を
知
ら
な
ポ
の
で、

大
凡

の
推
定
に
よ
る
他
は
な
けい。
い
ま、
こ
の
問
題
を、
便
宜
的
に、
こ
れ
ら
の
地
方
が
ノ
ル
マ
ン
・
コ
ン
ク
孟
ス
ト
以
後
ど
の
程
度
に
マ
ナ‘
化

ハ
5
80
1
色
N

州注目
JHむ

さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
置
き
代
仇
て
考
へ
て
み
た
い。
直
営
地
を
快
如
し
て
い
る
事
は、
所
謂
「
非
マ
ナ
」
的
性
格

の
優
た
る
も
の
で
あ
る
う
か
ら
で
あ
る。
従
っ
て
前
述
の
如
ぐ、
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
l
ド
フ
の
規
定
し
た
よ
う
に、
直
替
地
の
な
い
村
落
は、
領
主

権
力
が
経
済
的
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
政

説者
を
目
指
し
て
い
る
地
方
に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
理

君、
も
し
該
地
方
の
一
般
的
事
情
が
或

る
程
度
確
認
さ
れ
る
な
る
ば、
誠
に
傾
聴
す
ぺ
き
員
理
を
合
む
も
の
と
考
へ
ら
れ
る。
幸
い、
我
々
は、
ジ
ヨノ
リ
フ
の
Z
S
岱
自己
宵
宮
地
方

に
闘
す
る
研
究
の
成
果
を
設
に
参
照
す
る
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が、
伎
に
よ
れ
ば、
「
領
主
権
は
犬・
規
模
旦
つ
統一
あ
る
所
領
の
上
に
行
使

さ
れ
た
け
れ
ど
も、
領
主
は、
直
接
そ
れ
ら
所
鎮
の
格
取
に
閥
心
が
あ
っ
た
の
で
な
く、
む
し
ろ
主
と
し
て
：
：：
グ
イ
ル
を
比
較
的
調
立
の
欣

酔間
口

態
に
置
く
こ
と
を
欲
し
た」
と
結
論
さ
れ
で
い
る
Z0
2r
g
Eω
地
方
の
特
殊
な
枇
命日
構
造
は、ー
我
々
に
大
き
な
示
唆
を
輿
へ
る
も
の
で
あ

る。
ま
た
北
部
ロωロo
E
宅
地
方
の
マ
ナ
化
傾
向
が
弱
か
っ
た
こ
と
は
ス
テ
ン
ト
ν

の
研
究
が
随
所
に
示
し
て
い
る。
。
ョ
リ
フ
も
亦－
北
部

諸
州
に
な
い
て
は
領
主
直
替
地
に
よ
っ
て
果
さ
が
た
役
割
が
極
め
て
少
く、
設
地
方
の
後
進
性
の
一
端
は、
大
領
主
の
直
管
地
経
皆
へ
の
無
関

酔目
白

血司

心
に
郎
せ
も
る
ぺ
き
こ
と
を
越べ
て
い
る
の
で
あ
る。
か
L
る
事
情
は、

P
2
50H
地
方
の
土
地
保
有
関
係
に
つ
い
て
貰
詮
的
に
検
討
さ
れ
て
ι

～
ー
い
る
が、
詳
述
ぽ
避
け
る
主
し
て、
次
の
黙
に
注
意
し
た
い。
そ
れ
は
直
替
地
の
役
割
が
些
少
で
あ
る
結
果、
所
謂ー
「
週
賦
役」
（
ぎ．
8
F
当。
長〉

ポ
農
民
負
携
に
僅
少
の
比
重
し
か
占
め
て
い
な
い
事
震
で
あ
る。
従
っ
て
賦
伎
の
代
償
と
し
て
「
食
物
地
代」
Q。。仏’
2
5）
の
徴
牧
が
麗
汎

註
却

に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る。
こ
の・
種
の
地
代
が、
サ
ク
ゾ
ン
時
代
の
支
配
的
貢
租
で
あ
ク
た
乙
と
か
ら、
同。。円凶s
g
E
の
徴
牧
の
一
事
を
以
ー

て、
直
ち
に
後
進
性
或
い
は
審
制
度
の
残
存
を
云

干す
る
と
と
は
明
か
平
計
に
過
ぎ
よ
Rノ。
例
へ
ば、
世
俗
的
関
心
を
快
い
た
純
粋
な
穀
倉
領

住
却

／

の
あ
る
も
の
は、
直
替
地
経
営
U
煩
を
避
け
て
専
ら
農
民
の
号。a・
5
己
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
も
考
慮
し
・な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
か
ら
で
あ
石。

句『

北採
イ
ン
グ一フ
Y
F
に
お
け
る
マ
ナ
の
構
議

。
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